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貨物船 WAKASHIO乗揚事故に係る意見について 

 

 

令和２年７月２５日、モーリシャス共和国モーリシャス島南東部の浅所で発生した

貨物船WAKASHIO乗揚事故については、鋭意調査を進めているが、今後、本事故により

発生した油の流出等について更なる調査及び解析を実施することとなるため、最終的

な報告書を取りまとめるまでには、なお一層の時間を要することが見込まれるところ

である。 

これまでの調査及び分析から、本船は、モーリシャス島の詳細な海岸線等が記載さ

れた海図等が入手されていない中、同東北東方沖を西南西進中、乗組員のスマートフ

ォンの電波を受信する目的で同島に接近する針路で航行を続けたことから、同南東部

の浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

現時点において、本事故の再発を防止するためには、乗組員が、沿岸海域を航行す

る場合、当該海域の詳細な海岸線等が記載された海図等を事前に入手するとともに、

私的な事由で陸岸等に接近するなどの不安全行動を取らないことが必要であると考

えられる。 

他方、本船乗組員が安全管理マニュアルに定められている事項を遵守していなかっ

たことや、船舶管理会社等が、本船の不安全行動に関し、それを直ちに認識して注意

喚起できる体制にはなかったこと等も今回の調査を通じて明らかになったところで

あり、これらの点には運航船舶の安全を損なう可能性が潜在していると考えられる。 

また、本船の運航のような複数の会社が関わる形態は、他の日本商船隊についても、

該当する場合があるところである。 

こうした問題に対処するためには、船舶の運航に関わる会社が、同種船舶の乗組員

に対する教育等を通じて安全運航の指導の徹底を図ることはもとより、安全対策に関

する会社間の緊密な連携及び協力体制の構築並びに船舶の位置情報を適時に共有で

きる体制の整備を進めることが必要と考えられる。 

さらに、船上生活における利便性の確保等、船員の労働環境に対する配慮も、安全



 

運航の確保のためには重要と考えられる。 

上記を踏まえ、運輸安全委員会は、複数の会社がその運航に関わっている日本商船

隊の安全性をより高め、同種事故を防止するため、これまでの調査及び分析結果をも

とに、運輸安全委員会設置法第２８条の規定に基づき、下記のとおり、意見を述べる。 

なお、この意見を受けて何らかの措置を講じられた場合は、その内容を通知方よろ

しくお取り計らい願いたい。 

 

記 

 

(1) 船舶管理会社に対し、以下の事項を実施するよう指導すること。 

① 乗組員に対し、私的な事由で航路を変更するなどの不安全行動を取らない

よう、教育及び訓練を繰り返し行い、危険敢行性の抑制に努めるよう指導を

徹底すること。 

② 船長及び航海士に対し、航行予定海域の適切な海図等の水路図誌を入手し、

船舶の安全が十分に確保されるような航海計画を立てるとともに、常時適切

な見張り及び船位確認を行って船舶の安全運航に努めるよう指導を徹底する

こと。 

③ 乗組員に対し、自社の安全管理マニュアルに定める適切な人員で船橋当直

が行われるように指導を徹底すること。  

④ 新たに管理船舶に乗り組む乗組員に対し、自社の安全管理マニュアルの内

容を正確に理解させた上で乗船させ、また、乗船後も同マニュアルの教育を

継続的に実施すること。 

また、陸上部門において船舶の動静把握・監視が出来る体制が構築される

までの間、船長と船舶管理会社との間で、船舶の位置情報を適時に共有する

体制を整備するよう指導することが望ましい。 

(2) 用船者に対し、以下の事項を実施するよう指導すること。 

用船している船舶の航行の安全を確保するため、船舶管理会社が実施する安

全対策（上記(1)）に積極的に関与すること。 

 

加えて、陸上と異なる船上生活の特殊性に鑑み、長期間の国際航海に従事する船舶

については、定額課金制でデータ通信が可能な機器の導入などの船上生活における利

便性の確保等、船員が働きやすい労働環境に改善していくよう関係者に指導すること

が望ましい。 

なお、本案件に関しては、別紙のとおり、令和３年３月に国土交通省海事局から一

般社団法人日本船主協会宛てに本事故を踏まえた再発防止と安全向上について事務



 

連絡が発出されているところ本経過報告書記載の事実情報及び事故発生状況の分析

を踏まえ、あらためて、取組みの徹底を求める。 
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